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４月１日は入団上進式です。入団 

上進式を前にして、ボーイスカウト 

ってなんだろう？と考えてみました。 

サッカー・野球などのスポーツ、 

ピアノ・バイオリンなどの音楽に興 

味を持ち、習い事をしている子供た 

ちはとても多いと思います。 

私は塾も含め習い事の経験がなく、 

今となるとピアノは習いたかったな 

ぁーと時々思いをめぐらすことがあります。 

スポーツ・楽器の演奏は集中力や忍耐力が必要で

す。団体競技やオーケストラとなれば、個々の力量も

大切ですが、仲間意識・お互いに協力し合う重要性も

肌で感じることができます。 

また応援している側も、上達/成長が目に見えて分

かり、一緒に歩んでいる感や感動さえも与えてもらえ

ます。 

では、ボーイスカウトって？  

知恵と知識は蟻と象ほど違います。例えば AI でキ

ャンプの張り方、昆虫の捕まえ方は教えてくれます

が、実際、大雨の中でのテント張りは、五感が覚えて

体に染込みます。 

風の匂い、雨の音、雨に濡れたテントの重さ、濡れ

た服の違和感、寒さ、疲労、苛立ちそして工夫。 

昆虫を捕まえる事も同様で、例えばカマキリを捕ま

えるタイミングの難しさ、触れた感触、暴れるカマキ

リを持っていられる微妙な指の位置など。カマキリは

生き物なので、必死に自分を守ろうとするその強烈な

生命力を指・目で体感することになります。 

また、すこし可愛らしく言うと昭和のお婆ちゃん、

お爺ちゃんの知恵袋のような自然と共存する生きる

力を育てる活動だとも言えるのかもしれませんね！ 

そんな生きる力を野外活動を通じ、人と競争せず、

勝ち負けもなく、自分のペースで生涯の財産作りを、

学校や地域も国の境もない世界共通の活動がボーイ

スカウトだと感じます。 

習い事とは価値観の違うボーイスカウト活動を是

非自分のペースで続けることを心より期待しており

ます。 

 

 

 
 
昨年１１月に車作りをしましたが、レースには今回初参

加となります。二地区が合同ということで、たくさんのス

カウト達が参加をして会場はとても盛り上がりました。ビ

ーバー隊はアンリミテッド部門として予選に参加をしまし

た。まさにぶっつけ本番でしたが、とてもよいタイムがで

ました。残念ながら受賞とはなりませんでしたが、参加の

スカウトに感想を聞いてみたところ、「とても楽しかっ

た！次は自分も表彰されるように頑張りたい！」とすで

に来年度を見据えて高く目標を持った様子でした。また

次回開催がとても楽しみです。 

今年もカブ隊恒例行事となったパインウッドダービーの

シーズンがやってきました。昨年から車作りに取り組んだス

カウト達の活躍はいかに？・・・・ 

２月４日(日)今年のパインウッドダービ予選会は山手地

区と翼地区（大田・品川）の合同隊集会で行いました。例年

同様に本線出場ができるのは各学年上位２５パーセント山

手地区ではうさぎ部門：5名、しか部門：3名、くま部門：3名、

アンリミテッド部門：10 名です。 

目黒１団の結果は、シカ部門の１位ケンシ、２位なっちゃん、

３位テンマと目黒１団でワンツースリーフィニッシュを迎える

ことができました。 

他のスカウトも本戦まで後一歩までのところまで来てい

たりと、毎年のことながら 0.01 秒を争う戦いが繰り広げら

れていました。 

くま部門では 1 団の 2 名が 4 位、5 位と僅差、デザイン賞

にはうさぎ部門から見事 1 名選出されています。 

本戦は 3 月３日(日)に行われます。 

※速報・東京都大会ではケンシスカウトが部門 2 位に！ 

（詳細次号） 
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カブ隊のオーバーナイトハイクは 24 日(土)

～25 日(日)におこないました。 

２月の冷え込む夜でしたが、スカウト８名と保

護者指導者 12 名の計 20 名が１６キロの距離を

歩ききりました。 

今年のスタートは東京スカイツリーが綺麗に

見える都立木場公園です。 

木場公園から隅田川を渡り、築地を横切り、

新歌舞伎座、銀座、日比谷公園、六本木、乃木

神社、恵比寿、そしてゴールの祐天寺というコ

ースで行いました。 

観光スポットと橋が多い今回のハイクでした

が、途中意識が飛びそうになるスカウト(完全

に飛んでいたかも？)、最初に張り切り過ぎて

後半電池切れで駄々をこねるスカウト等沢山

いましたが無事全員完歩しました～ 

 

 

ボーイ隊は 2 月１７～１８日、目黒 7 団と合同でオ

ーバーナイトハイクをおこないました。 

７団との合同プログラムも２回目となり、今回

は１団の企画に７団のスカウトが参加する形で行

われました 

あいにく両団ともスカウトの参加が少なく１班

でおこないました 

７団のスカウトが班長となり、目的地まで地図

作業やチェックポイントでのプログラムを行って

まいりました。 

原山副長が引率ですが、最後尾からついて行

くだけで、助言等も行いません。 

スカウト同士話があって良い雰囲気ではあり

ましたが、やはり小学生はすぐ無言になりとぼと

ぼ歩く状態。 

途中地図を見誤り、違うルートを歩いていまし

たが全然だれも気づく気配がなく副長が声か

けて気づくほど集中力が切れていました。引率

いなかったらどうなっていたやら。 

まあ無事に到着できましたし良かったのでは

ないでしょうか。 

今後も７団と合同プログラムが続きます、お互

い遠慮せず話せる雰囲気がもっと必要と感じま

した。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
ボーイスカウト目黒１団機関紙・らしんばん    編集・作成：団委員会広報担当     No.684 （SINCE1959）  

ビーバー隊は２月２５日（日）の隊集会で BP 祭をおこないました。 

BP 祭はボーイスカウト運動の創始者であるベーデンパウエルの誕生祭です。普段の 

活動ではなかなかベーデンパウエルを知る機会がありませんので、スカウト達も何のこ 

とやらという感触です。 

最初にスカウト達にも馴染みの深い桃太郎の紙芝居をしました。鬼退治をするため、 

一人一人では鬼の力強さにはかないませんが、それぞれが創意工夫し、自分の良さを 

最大限に引き出し、仲間と助け合い、そして勇気を出して戦う話でした。 

そこから、「ＢＰおじさん物語」の紙芝居を見ました。ベーデンパウエルの生き方、ボーイスカウト運動の歩み、そして未

来のスカウト達へのメッセージ、ビーバースカウト達にも何か感じるものがあったようです。その後、ベーデンパウエルへ

のプレゼントとして誕生日カードをみんなで心を込めて作りました。最後にお誕生日会をしてみんなでベーデンパウエル

さんのお祝いをしました。 

平成 30 年度の登録作業が終了しました。今年は総勢 51 名

と昨年度よりも 23 名の減少となっています。これは人数の減

少に加えて登録者の精査を行った結果によるものです。 

しかしながら人数が減少していることに変わりありません。

このため、新年度に向かい、スカウト確保のための様々な手法

を考慮するとともに、これまでの実施していた諸行事の見直

し、各ご家庭の負担の見直し、基金の見直しなど様々な取組

を行うべく検討をおこなっています。 

今号巻頭の団委員長メッセージにおいてもボーイスカウト

に対する団委員長の考え方が述べられておりますので併せて

お読みください。 

 

 

● 4 月 1 日（日） 午前 10 時から 12 時まで 

● 祐天寺祐育館にて 


